
組
合
は
絶
対
評
価
を

主
張
し
て
き
た
と

今
回
の
会
社
提
案
で
の
昇

給
や
賞
与
の
評
価
は
、
左
図

の
概
念
図
に
示
し
て
い
る
よ

う
な
、
縦
軸
に
「
行
動
基
準
」
、

横
軸
に
「
成
果
や
業
務
能
率

向
上
」
に
お
い
て
レ
ベ
ル
を

決
め
て
、
結
果
的
に
「
大
」

「
中
」
「
小
」
の
ゾ
ー
ン
に

各
人
を
相
対
評
価
を
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

組
合
は
、
評
価
基
準
に
照

ら
し
た
評
価
（
絶
対
評
価
）

を
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

「
中
」
評
価
に
な
れ
ば

昇
給
が
ゼ
ロ
円
に
？

会
社
は
号
俸
の
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
は
、
５
段
階
程
度
を
考

え
て
い
る
と
し
て
お
り
、
上

図
の
概
念
図
に
お
い
て
「
中
」

と
な
れ
ば
、
号
俸
が
上
が
ら

ず
昇
給
が
ゼ
ロ
円
と
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

職
場
か
ら
「
分
布
目
安
」

の
設
定
を
求
め
た
こ
と
に
対

し
て
「
分
布
の
自
由
度
が
高

い
」
と
し
て
設
定
を
否
定
し

問
題
を
残
し
ま
し
た
。

労
働
条
件
は

団
体
交
渉
で

決
め
る
原
則
を

会
社
提
案
は
「
人
件
費
の

予
算
管
理
は
必
要
」
と
述
べ
、

予
算
内
で
評
価
を
行
な
っ
た

昇
給
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に

「
昇
給
原
資
は
春
闘
交
渉
で

確
認
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
回
答
を
受
け
て

労
組
と
し
て
「
賃
金
改
訂
の

要
求
方
式
」
の
具
体
化
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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相
対
評
価
は
適
正
制
度
？

（発 行）
＊働きやすい職場をめざす

（連絡先） ルネサス武蔵の会

＊東村山市恩多町3-11-18 谷口利男

＊電話・FAX ; 042-394-0937

＊ﾒｰﾙ;hitachikon@jcom.home.ne.jp
＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

▼
今
年
は
自
然
災
害
が

多
発
し
た
年
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
何
が
起
き
る

か
判
ら
な
い
状
況
だ
。

猛
暑
が
続
い
た
夏
に
台

風
が
異
常
に
上
陸
し
て
各
地

に
大
被
害
を
あ
た
え
た
。
秋

が
深
ま
る
頃
、
大
雨
で
地
盤

が
ゆ
る
ん
だ
と
こ
ろ
で
新
潟

の
大
地
震
が
発
生
し
、
長
期

に
わ
た
る
不
自
由
な
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

▼
気
象
庁
資
料
に
よ
る
一
時

間
降
水
量
と
人
の
受
け
る
状

態
は
、
10
～
20
mm
未
満
「
ザ
ー

ザ
ー
と
降
る
」
、
20
～
30
mm

未
満
「
ど
し
ゃ
降
り
」
、
30

～
50
mm
未
満
「
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ

く
り
か
え
し
た
よ
う
に
降
る
」
、

50
～
80
mm
未
満
「
滝
の
よ
う

に
降
る
」
、
80
mm
以
上
「
息

苦
し
い
圧
迫
感
」
（
大
規
模

災
害
の
恐
れ
）
で
あ
る
。
▼

異
常
気
象
に
は
地
球
環
境
の

異
変
説
も
あ
り
、
世
界
的
規

模
で
の
解
明
と
対
策
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

集積回路

ル
ネ
サ
ス
制
度
一
元
化
の
最
終
案
は
、
11
月
29
日
開
催
の
評
議

員
会
で
提
案
さ
れ
、
12
月
16
日
の
評
議
員
会
で
集
約
さ
れ
ま
す
。

今
ま
で
の
出
さ
れ
た
不
安
や
心
配
が
改
善
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
？

今
後
も
職
場
の
願
い
に
応
え
る
制
度
と
す
べ
き
で
す
。

号俸アップダウン評価基準

大

中

小

+２号俸←+１号← ±０号俸 →-１号→-２号俸 無
理
に
高
評
価
と
低
評
価
で
区
分
す
る



半導体大手の中間決算内容
企業名 売上高 (%) 営業利益 (%)

5,135 7.9 194 -

10,900 10.6 600 33.9

4,895 13.1 645 46.6

9,650 7.5 1,000 ▲15.5

3,768 8.3 307 21.4

7,450 4.6 500 ▲8.4

2,600 10.0 黒字

5,850 21.9 黒字

2,777 18.5 80 -

4,700 ▲4.2 未公表

2,199 20.6 230 -

4,300 6.5 300 3.3倍

1,239 ▲8.0 黒字

2,498 ▲4.8 黒字

1,148 ▲0.1 86 15.4

2,460 6.0 170 15.7
(注）＊上段は2004年９月の中間決算の実績

＊下段は2005年３月の年度決算の見通し。

＊(%)の値は前期比増減率。▲は赤字または減

＊－は比較できず。ﾙﾈｻｽは税引き前利益。

＊シャープ、富士通以外は米国会計基準

 ルネサス

 東　芝

 ＮＥＣエレ

 松　下

 ソニー

 三洋電機

 シャープ

 富士通

一
時
金
制
度
は

格
差
の
拡
大
と
な
る

会
社
よ
り
提
案
さ
れ
て
い
る

「
賞
与
制
度
」
は
従
来
と
大
幅
に

変
更
さ
れ
、
各
人
の
職
群
等
級
別

に
「
定
額
」
が
設
け
ら
れ
、
そ
の

定
額
に
個
人
業
績
別
加
算
の
金
額

が
プ
ラ
ス
さ
れ
て
一
時
金
の
合
計

額
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

賃
金
に
当
た
る
「
役
割
給
テ
ー
ブ

ル
」
の
職
群
等
級
の
平
均
値
で
現
行

の
一
時
金
月
数
を
試
算
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
個
人
業
績
別
加
算
は

全
容
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

が
「
業
績
加
算
」
（
上
表
参
照
）
は
、

０
円
か
ら
で
す
の
で
、
最
高
額
は
そ

の
倍
と
な
り
そ
う
で
す
。

職
場
の
願
い
を
生
か
し
た

制
度
に
向
け
た
取
組
み
を

今
回
の
ル
ネ
サ
ス
制
度
一
元
化
の

取
り
組
み
は
当
初
か
ら
「
労
使
専
門

委
員
会
」
の
場
で
進
め
ら
れ
、
会
社

提
案
に
対
す
る
労
組
見
解
を
対
比
す

る
形
で
の
職
場
討
議
が
で
き
ず
、
職

場
か
ら
出
さ
れ
た
「
要
望
・
意
見
」

が
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
意
味
で
、
今
回
労
組
見
解
が

示
さ
れ
「
組
合
主
張
は
受
け
い
ら
れ

な
か
っ
た
」
な
ど
の
部
分
や
「
論
議

が
不
十
分
な
点
も
あ
っ
た
」
と
の
指

摘
な
ど
が
あ
り
、
職
場
か
ら
出
さ
れ

た
数
多
く
の
願
い
を
今
後
に
生
か
し

て
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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ルネサス利益600億に
半導体大手の04年上期（４－９月）の決算が

発表になりました。大半が増収増益の決算で、

０４年末から来年にかけて３００㍉ウエハー工

場が立ち上がる、東芝は受託生産用の２５０億

円の追加投資、富士通は５０億円分を今期に前

倒しするなど、成長路線は変えていない。との

新聞報道があります。

日立の連結決算で「持分法」で
７５億円計上したと発表しました。
「持分法損益の計算」の定義は、投資会社（日

立）の持分額の増減は、投資有価証券の投資額

を増減するとともに、当該増減額を「持分法に

よる投資利益（損失）」として営業外損益区分

に一括して計上する。評価差額の実現による減

少額も「持分法による投資利益（損失）」に含

め、投資額に反映させる、となっています。

職群等級 定 額 業績加算 合 計 役割給 月数(最低)

基幹職１ 649,000 220,000 869,000 343,000 2.53(1.89)

基幹職２ 590,000 200,000 790,000 315,000 2.51(1.87)

基幹職３ 531,000 180,000 711,000 286,000 2.48(1.86)

サンプルでの一時金の試算例

（１）定額は、サンプルとして公表された等級別定額による。

（２）業績加算は、サンプルとして公表された基準値による。

（３）役割給は、公表された平均値と言われている９号俸による。



国名 （％）

日本 28.1

ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ 21.3

米国 20.0

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 20.0

英国 15.5

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ 6.2

ギリシャ 6.2

スペイン 5.8

フランス 5.7

ポルトガル 5.3

ドイツ 5.3

デンマーク 5.1

ﾌｲﾝﾗﾝﾄﾞ 4.5

イタリア 4.2

ベルギー 3.8

ｵｰｽﾄﾘｱ 2.7

ｽｳｴｰﾃﾞﾝ 1.9

オランダ 1.4
(注)ＩＬＯ作成
＊2000年時点

週に５０時間以上
働く人の割合

日
本
の
実
態

週
50
hr
以
上

労
働
が
28
％
も

国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ

Ｏ
）
は
、
「
働
き
過
ぎ
」

の
目
安
と
し
て
の
週
の
労

働
時
間
が
50
時
間
以
上
と

な
る
人
の
割
合
を
先
進
各

国
の
実
態
を
調
査
し
公
表

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
日
本
人
が
４
人
に
１

人
を
上
回
る
28
％
に
な
り

ま
し
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
で

は
70
人
に
一
人
だ
け
と
の

実
態
と
な
り
ま
し
た
。
（
詳

細
は
左
表
を
参
照
）

報
告
で
は
、
統
計
に
表
れ

な
い
要
素
と
し
て
日
本
の
サ
ー

ビ
ス
残
業
に
も
ふ
れ
、
法
定

労
働
時
間
が
週
40
時
間
に
ま

で
下
が
っ
て
も
「
実
際
の
労

働
時
間
を
減
ら
す
効
果
は
小

さ
い
」
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

日
立
で
は

月
40
hr
以
上
の

残
業
協
定
が
15
％

組
合
調
査
に
よ
る
２
０
０

０
年
度
（
00
年
４

月
～
01
年
３
月
）

実
態
を
調
べ
て
見

ま
し
た
。

武
蔵
支
部
で
は
、

平
均
残
業
時
間
は
直
接
員
が

16
・
３
時
間
／
月
、
間
接
員

21
・
９
時
間
／
月
、
40
時
間

超
の
残
業
は
月
平
均
86
人
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

日
立
労
組
本
部
調
査
は
、

平
均
残
業
時
間
は
18
・
２
時

間
／
月
。
40
時
間
以
上
の
残

業
者
の
割
合
は
14
・
６
％
で

で
し
た
。
日
立
労
組
本
部
は

「
Ｅ
ワ
ー
ク
勤
務
者
が
約
１

万
７
０
０
０
人
で
あ
り
平
均

値
で
の
評
価
だ
け
で
は
不
充

分
」
と
の
見
解
を
特
別
に
記

し
て
い
る
の
が
特
徴
で
し
た
。

今
後
、
長
時

間
労
働
を
な
く

し
て
健
康
で
文

化
的
な
生
活
を

お
く
り
た
い
も

の
で
す
。
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◎
「お
れ
お
れ
詐
欺
名
」変
更

い
ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン
が
出
て
き
て

検
討
中
だ
っ
て
・
・
・

◎
ヨ
ン
様
フ
イ
バ
ー

笑
っ
ち
ゃ
う
光
景

ど
う
い
う
現
象

◎
三
位
一
体
改
革

い
っ
た
い
ど
う
い
う
改
革
な
の

「
削
る
！
」
「
何
を
？
」

休
憩
室

Ｉ
Ｌ
Ｏ
調
査
（２
０
０
０
年
時
点
）

日
本
の
長
時
間
労
働
が
明
ら
か
に

年齢別最賃を
真剣に考えよう

ルネサス制度一元化で、年

齢別最低賃金の水準が問題に

され、４０歳以上21万9000

円水準の引き上げを求めた事

に対して「法定水準をクリア

しており、最低賃金の性格上

提案している水準で問題ない」

としています。

企業における年齢別最低賃

金は、法律を上回るのは当然

の事であり、いかに最低の労

働条件を引き上げるか、労使

が努力してほしいと考えます。



課
長
職
以
上
に

部
門
業
績
の
一
時
金

２
０
０
５
年
６
月
の
賞
与

か
ら
課
長
級
以
上
の
方
は
、

部
門
の
業
績
ご
と
に
支
給
額

に
格
差
が
つ
く
事
が
決
ま
っ

た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
う
ち

組
合
員
も
そ
う
な
る
可
能
性

が
あ
り
、
注
視
し
て
い
き
た

い
。
し
か
し
、
そ
の
部
門
で

働
く
こ
と
を
選
ん
だ
の
は
多

く
は
自
分
の
意
志
で
は
な
い
。

ま
た
業
績
は
市
場
の
好
不
況

も
あ
る
し
、
自
分
た
ち
の
頑

張
り
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な

ら
な
い
事
も
多
い
。
業
績
が

良
い
と
き
に
プ
ラ
ス
α
が
あ

る
の
は
良
い
が
、
業
績
が
悪

く
て
も
生
活
給
で
あ
る
一
時

金
を
下
げ
な
い
で
も
ら
い
た

い
も
の
で
あ
る
。
（
Ｉ
）

新
設
計
棟
移
転

事
務
所
と
現
場
は

新
設
計
棟
に
ど
こ
の
職
場

が
入
る
の
か
陣
取
り
が
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。

噂
で
は
わ
た
し
た

ち
の
現
場
は
そ
の

ま
ま
５
・
６
期
の

建
屋
に
残
る
の
に
、

事
務
所
は
新
棟
に

移
る
と
い
う
。
若

い
ス
タ
ッ
フ
を
除

い
た
ら
ほ
と
ん
ど

の
人
達
は
現
場
に

足
を
運
ぶ
こ
と
な

ど
な
い
か
ら
新
し

い
所
に
入
り
た
い

の
か
も
し
れ
な
い

が
、
若
い
ス
タ
ッ

フ
は
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
現
場
に
来
て
い
る
し
、
現

場
か
ら
事
務
所
に
行
く
用
事

も
た
び
た
び
あ
る
。
本
当
に

切
り
離
す
つ
も
り
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
弱
い
現
場
の
声
も

聞
い
て
も
ら
い
た
い
。
Ｍ
子

新
潟
中
越
地
震
に

義
援
金
が
集
ま
る

新
潟
中
越
地
震
「
義
援
金

カ
ン
パ
」
が
80
万
０
３
１
１

円
集
ま
っ
た
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。
個
々
の
職
場
で
も
被
災

者
へ
の
カ
ン
パ
を
取
り
組
ん

で
い
る
中
で
の
結
果
で
も
あ

り
、
暖
か
い
も
の
を
感
じ
た
。

こ
れ
か
ら
冬
を
む
か
え
豪
雪

地
帯
で
の
状
況
を
考
え
る
と
、

住
宅
建
設
な
ど
を
含
む
国
か

ら
の
大
規
模
な
支
援
も
含
め

て
安
心
し
て
冬
を
越
せ
る
施

策
を
望
み
た
い
。

（
Ｙ
）

職
場
だ
よ
り

2004年12月1日 むさしNet 第54号 (4)

絵

手

紙

で

ご

挨

拶

今
年
の
夏
か
ら
ル

ネ
サ
ス
制
度
一
元

化
に
関
し
て
労
使

委
員
会
で
検
討
さ

れ
、
職
場
か
ら
も

多
く
の
意
見
を
頂
き
、
お

知
ら
せ
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
一
年
の
ご
協
力
に
感

謝
を
申
し
上
げ
つ
つ
、
今
後

も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（Ｔ
）

一時金を比較して

１２月１０日（金）は一時金支給日である。

一時金は夏冬型の年間協定であるため

額を忘れている方も多いのではと思う。ル

ネサスの一時金は、年間4.5ヶ月で１２９万

９１５０円である（年末は６４万９５７５円）。

１１月２４日付け日経が「冬のボーナス」

調査結果を報道した。それによると、電機

38社集計、平均年齢38.3歳で７５万５５９

７円であった。ちなみに、製造業２３７社集

計、平均年齢38.4歳で７６万３７４２円となっ

ている。今後とも期待が持てる一時金を

望みたい。（Ｔ）

編集後記


